
総観規模の予報は,数値予報の発達とともに,以前

に比べて,大変精度が向上した.しかしながら,われ

われが実感する天気は,高・低気圧の分布だけではな

く,メソ現象にも支配されている.メソ現象は大変複

雑で,時として,豪雨や強風など大きな気象災害を引

き起こす.地域の詳細な気象・気候情報の作成・利用

法の開発が求められている.

今回のシンポジウムでは,地域の詳細な気象・気候

を推定する手法として,ダイナミックダウンスケール

を取り上げた.ダウンスケールは,環境場の低解像度

気象情報が既知の場合に,高解像度の局地気象情報を

推定するという意味で使われている.特に,与えられ

た側面境界の下で実行した領域数値シミュレーション

を利用する場合は,ダイナミックダウンスケールと呼

ばれている.領域を限れば,ターゲット（現象）に合

わせた高解像度シミュレーションを,比較的容易に実

施できるようになり,地域の詳細な気象や気候の研究

に盛んに利用されるようになった.身近な現象をリア

ルに再現するとともに,地上気象要素の予測・診断も

容易に行うことが可能となり,応用分野も急速に拡大

している.しかし,一方で側面境界条件の存在がダイ

ナミックダウンスケールの大きな制約条件となる.限

界を良く知り,有効活用を図るべきである.

本シンポジウムでは,ダイナミックダウンスケール

に関する様々な話題を提供していただき,今後解決す

べき課題と将来の可能性について考えることを目的と

した.最初に岩崎が一般的なオリエンテーションを含

めて,課題と展望について講演をした.続いて,基礎

的な話題として,気象研究所の高薮 出氏に日本の地

球温暖化予測に関して,筑波大学の木村富士男氏にア

ジアモンスーンに関連して,京都大学の余田成男氏に

アンサンブル気象予測に関して講演していただいた.

さらに応用的な話題として,防災科学技術研究所の中

井専人氏に防災利用について,農業・食品産業技術研

究機構の菅野洋光氏に農業利用に関して講演していた

だいた.

講演に続いて総合討論を行った.時間が十分ではな

かったものの,ダイナミックダウンスケールの課題と

発展性について議論できたと思われる.末尾に個別の

質疑とともに総合討論の概要を掲載した.このシンポ

ジウムが今後の研究展開に役立てば幸いである.な

お,シンポジウムは一般にも公開され,大会参加者以

外に43名の聴講者があった.最後に,講演を引き受け

てくださった講師の方々,参加してくださった方々,

準備と運営に協力いただいた実行委員の方々と学生諸

子に,この場をお借りして厚く御礼申し上げます.
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